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連合熊本 検索 

 平均賃金方式で回答（連合７月１日最終集計）を引き出した5,368 組合の加重平均は16,400 円 5.01％

（昨年同時期比 44円増 0.24 ポイント減）。組合員300人未満の中小組合3,831組合の加重平均は12,866

円 4.69％（昨年同時期比 505 円増 0.04 ポイント）となった。全体は 3 年連続で 5％台を達成した。ま

た、中小組合も額では昨年同時期を上回った。 

回答（連合熊本 7 月 6 日集計）を引き出した 87 組合で熊本県全体の賃上げ額は 15,334 円 4.70％（昨

年同時期比 1,819 円増 0.23 ポイント減）、300 人未満は 12,559 円 4.81％（昨年同時期比 179 円増 0.37

ポイント減）、300 人以上は 16,337 円 4.66％（昨年同時期比 2,222 円増 0.11 ポイント減）となった。全

体・中小組合（300 人未満）・300 人以上とも昨年同時期と比べ賃上げ額が伸び、率は４％台を獲得した。

物価上昇が続く中、各労働組合が最後まで組合員の生活向上のために粘り強い交渉の結果、額で昨年を超

える賃上げに繋がった。一方で、熊本県全体と300人未満の賃上げ額差が2,775円（昨年同時期は額差1,135

円）と賃金の企業規模間格差が拡大していることが今後の課題である。 

賃上げが明確にわかる80組合の全てで昨年を上回るベースアップ（賃金表の改善）を獲得し「金属」「化

学・食品・製造等」が５％以上を超える賃上げ率で全体をけん引した。また、「インフラ・公益」でも、

16組合でベースアップが実施され４％台の賃上げ率となるなど賃金改善の裾野が広がった。「物価高騰」

「人材の確保・流出防止」を背景に企業の賃上げ意識が高まり「定期昇給」「ベースアップ」を組み合わ

せた賃金改善が着実に進展した。多くの労働組合で「労働協約条件の改定」「価格転嫁への取り組み」「非

正規雇用に係る要求」「ジェンダー平等に係る要求」など多岐にわたる要求についても前進が図られた。 

熊本県においても生活改善を目的とした粘り強い交渉が最後まで展開され、継続的な賃上げの重要性

が改めて示された。一方で、中小地場企業は賃上げ原資の確保が依然として課題であり、適正な価格転嫁

と取引適正化の推進が不可欠である。 

  連合熊本は、サプライチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配の実現に向け、構成組織と連携

しながら今後も賃上げと労働環境改善の取り組みを推進していく。また、未妥結組合の要求実現を支援す

るとともに、地域経済の好循環につながる持続的な賃上げの定着をめざして取り組みを継続する。 



 

 

 

Press Release 

連合熊本 検索 

 



 

 

 

Press Release 

連合熊本 検索 

 
 

 



 

 

 

Press Release 

連合熊本 検索 

7.8%

7.0%

7.5%

11.7%

9.9%

13.8%

14.3%

12.7%

18.8%

26.0%

25.4%

22.5%

19.5%

18.3%

20.0%

11.7%

14.1%

8.8%

9.1%

12.7%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2026

2025

2024

連合熊本 各年第４回集計結果における定昇込みの賃上げ率の単組数の比率(規模計)
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